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平
成
23
年
第
２
回
積
丹
町
議
会
臨

時
会
が
２
月
15
日
招
集
さ
れ
、
報
告

１
件
、
議
案
４
件
が
審
議
さ
れ
、
同

日
閉
会
し
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

報
告
第
１
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
に

つ
い
て
（
平
成
22
年
度
積
丹
町
一
般

会
計
補
正
予
算
・
第
10
回
）

　

益
子
清
美
前
積
丹
町
長
の
死
去
に

伴
う
香
典
50
万
円
、
広
告
料
32
万
円

な
ど
総
額
93
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
26
億
７
，
５
９

２
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

（
承　
　

認
）

　
議
案
第
１
号

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
関
す

る
件
に
つ
い
て

　

積
丹
町
美
国
地
区
緑
地
等
利
用
施

設
条
例
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
同
施

設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
応
募
の

あ
っ
た
㈱
し
ゃ
こ
た
ん
興
業
を
指
定

す
る
に
あ
た
り
、
地
方
自
治
法
第
２

４
４
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

　

積
丹
町
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
の

設
置
管
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
積
丹
町

地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
を
供
用
開

始
す
る
に
あ
た
り
、
公
の
施
設
と
し

て
設
置
及
び
管
理
等
そ
の
運
用
に
供

す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４

条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号

　

積
丹
町
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設

整
備
基
金
条
例
に
つ
い
て

　

積
丹
町
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設

の
永
続
的
か
つ
安
定
的
な
維
持
管
理

運
営
に
資
す
る
た
め
、
施
設
改
修
等

の
整
備
費
用
に
充
て
る
安
定
的
な
財

源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
新
た
に
基

金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

平
成
23
年
第
２
回
町
議
会
臨
時
会

議
会
ニ
ュ
ー
ス

　

北
海
道
が
主
催
し
、
林
野
火
災
の

予
防
啓
発
を
広
く
行
う
た
め
、
全
道

小
学
生
か
ら
林
野
火
災
予
防
を
テ
ー

マ
に
し
た
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

す
る
『
林
野
火
災
予
防
に
関
す
る
作

品
』
に
余
別
小
学
校
工
藤
圭
悟
く
ん

（
３
年
）、
外
崎
堅
祥
く
ん
（
１
年
）、

吉
田
美
咲
さ
ん
（
１
年
）
の
３
人
が

入
選
し
、
２
月
16
日
に
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
全
道
か
ら
ポ
ス
タ
ー

１
，
０
３
４
点
、
標
語
１
，
０
２
５

点
の
応
募
の
中
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
21

作
品
（
後
志
３
作
品
）、
標
語
25
作

品
（
後
志
３
作
品
）
が
入
賞
作
品
と

し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
工
藤
圭
悟
く
ん
は
「
自

分
の
作
品
が
選
ば
れ
て
う
れ
し
い
で

山
火
事
にな

ら
な
い
よ
う
に　

火
の
用
心

余
別
小
学
校
３
年　

工
藤
圭
悟
く
ん

や
ま
も
え
る

た
ば
こ
の
ポ
イ
す
て　

か
じ
の
も
と

　

余
別
小
学
校
１
年　

外
崎
堅
祥
く
ん

ひ
を
つ
か
う

や
ま
の
き
ゃ
ん
ぷ　

き
を
つ
け
て

　

余
別
小
学
校
１
年　

吉
田
美
咲
さ
ん

す
。
来
年
も
ま
た
応
募
し
た
い
。
み

ん
な
に
山
火
事
に
気
を
つ
け
て
も
ら

い
た
い
で
す
。」
と
う
れ
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
し
た
３
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。

議
案
第
４
号

　

平
成
22
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
回
）

　

道
路
除
排
雪
委
託
料
２
，
０
５
１

万
円
の
増
額
と
分
収
造
林
事
業
費
１

２
０
万
円
の
減
額
に
よ
り
合
計
１
，

９
３
１
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
額
の
総
額
を
26
億
９
，
５
２
３

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
分
収
造
林
事
業
に
お
け
る

新
た
な
作
業
道
新
設
等
の
事
業
承
認

内
容
の
変
更
に
伴
い
、
予
算
を
組
み

替
え
、
４
，
８
４
２
万
円
を
繰
越
明

許
費
と
し
て
設
定
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）



地
域
お
こ
し
の
可
能
性
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
を
行
い
、
異
業
種
間
の
交

流
を
深
め
る
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

化
」
と
題
し
、
標
津
町
が
行
う
サ
ー

モ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
や
、
漁
業
者
か

ら
仲
買
人
ま
で
一
体
と
な
っ
た
衛
生

管
理
シ
ス
テ
ム
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
産
業

の
観
光
化
な
ど
の
事
例
発
表
を
交
え

た
講
演
と
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
漁
業
者
、
農
業
者
、
商

工
観
光
業
者
、
町
職
員
な
ど
合
計
50

人
は
積
丹
町
の
豊
か
な
資
源
を
再
確

認
し
な
が
ら
、
新
た
な
活
用
に
よ
る

8

まちを彩る幻想的な明かり
　今年で８回目を迎える町商工会（青年部・女性部）主催
の『しゃこたん夢あかり』が12日㈯に開催されました。
　趣向を凝らしたたくさんの雪像が家々の玄関を彩り、午
後５時の花火と同時に火の灯されたスノーキャンドルは幻
想的な明かりでまちを包みました。

　

町
は
２
月
２
日
に
、
農
業
・
水
産

業
・
商
工
観
光
業
の
連
携
に
よ
り
、

町
内
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
品
開
発
や
地
域
お
こ
し
の

検
討
を
目
的
と
す
る
『
ま
ち
づ
く
り

研
修
会
〜
農
水
商
観
連
携
に
よ
る
地

域
ブ
ラ
ン
ド
品
づ
く
り
〜
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
講
師
に
根
室
管

内
の
標
津
町
企
画
政
策
課
長
川
口
真

氏
を
迎
え
、「
鮭
の
ま
ち
づ
く
り
進

　

札
幌
学
院
大
学
河
西
研
究
室
（
河

西
邦
人
教
授
）
は
２
月
16
日
に
、
昨

年
７
月
と
９
月
に
行
っ
た
観
光
客
や

町
内
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
町
民
に
還
元
す
る
こ
と

に
よ
り
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
河

西
研
究
室
が
行
っ
た
も
の
で
、
町
内

事
業
者
や
漁
業
者
・
農
業
者
・
町
内

会
な
ど
か
ら
合
計
29
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

調
査
結
果
か
ら
学
生
は
、
積
丹
町

の
経
済
活
性
戦
略
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
の
た
め
の
施
策
、
事
業
者
か

ら
ニ
ー
ズ
の
多
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
活
用
に
よ
る
宣
伝
に
つ
い
て
の
提

案
が
さ
れ
た
他
、
観
光
や
地
域
の
協

働
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

河
西
研
究
室
で
は
、
４
月
以
降
の

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
開
通
を
待
っ

て
、
事
業
者
へ
ブ
ロ
グ
の
立
ち
上
げ

や
運
用
方
法
の
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
Ｉ
Ｐ
告
知
器
端
末
機
の

本
格
運
用
ま
で
１
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
世
帯
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
の
引
き
込
み
な
ど
の

工
事
は
順
調
に
進
み
、
一
部
の
世
帯
で
は
地
デ
ジ

放
送
の
視
聴
や
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
の
利
用
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

積
丹
町
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
が
先
の
第
２
回
町
議
会
臨
時

会
で
可
決
さ
れ
、
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

　

施
設
の
本
格
運
用
に
向
け
今
回
は
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
及
び
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
に
関

す
る
使
用
料
、
施
設
の
管
理
や
利
用
上
の
注
意
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●ご注意ください！
屋外引込工事等の実施にあたり、施工業者
が工事費などを請求することはありません
のでご注意ください。（ブロードバンドサー
ビスについては、ＮＴＴ東日本と利用者と
の個別契約により使用料などが発生しま
す。）

●工事などについて不明な点があれば、
ご遠慮なくお問い合わせください。

■問い合わせ先
役場企画課　電話 44－2111

■利用上の注意 ■施設の管理
　

使
用
料
を
納
期
限
か
ら
起
算
し
て
３
カ
月
以
上

滞
納
し
た
と
き
や
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
や
光
フ
ァ
イ

バ
ケ
ー
ブ
ル
、
光
終
端
装
置
な
ど
の
光
施
設
を
故

意
に
破
損
し
た
と
き
、
町
が
行
う
光
施
設
運
営
に

関
す
る
事
業
を
妨
害
し
た
と
き
な
ど
は
、
利
用
を

停
止
し
、
又
は
利
用
の
承
認
を
取
消
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

町
は
各
世
帯
に
テ
レ
ビ
用
・
通
信
用
光
終
端
装

置
や
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
、
各
世
帯
へ
の
引
き
込
み

設
備
な
ど
を
貸
与
し
ま
す
。

　

各
世
帯
に
は
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
の
電
気
料
の

負
担
や
設
備
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲利用が可能となったＩＰ告知端末機
　（野宮靖夫さん宅・神岬町）

第１期　４～６月分　６月25日
第２期　７～９月分　９月25日
第３期　10～12月分　12月25日
第４期　１～３月分　３月25日

 使 用 料 月額 　500円

 再開手数料 １回 3,150円

 分 担 金 １設備 30,000円

地上デジタル放送及びＢＳデジタル放送を
視聴する世帯や事業所

納入通知書に定める期限

納入通知書に定める期限

休止した地上デジタル放送及びＢＳデジタル
放送の視聴を再開する世帯や事業所

平成23年４月１日以降に、新たに光施設等
の利用の承認を受けた世帯や事業所

■使用料・再開手数料・分担金の金額及び納期限

 種 類 金 額 納 期 限 納 入 義 務 者

　ＩＰ告知端末機の利用方法や条例の内容に
ついては、別途説明会の開催や冊子の作成・
配付を予定しています。


